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あらまし 本稿では，日本語の読話能力を計るために，従来の検査方法を参考にしてインターネットを利用した単音，

単語，単文，長文の四つの日本語読話能力検査を作成した．さらに，聴覚障害者および健聴者の協力のもと，日本語

読話能力検査を実施した．その結果，単文，単語，単音，長文の順序で平均一致率が高くなることを確認した．さら

に，健聴者群と聴覚障害者群に分けて 2群間の差をWelchの t検定で評価した．その結果，長文に関しては 5%以上

で有意差がみられたが，その他の検査では有意差はみられなかった．
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Abstract In this paper, to measure Japanese lip-reading ability, we created four Japanese lip-reading ability tests

of single sound, word, single sentence, and long sentence using the Internet with reference to the conventional test

methods. In addition, the test was conducted with the cooperation of hearing-impaired and hearing people. As a

result, it was confirmed that the average correct rate increased in the order of single sentences, words, single sounds,

and long sentences. Furthermore, the difference between the two groups was evaluated by Welch’s t-test, divided

into a deaf group and a non-deaf group. As a result, there was a significant difference in long sentences at 5 % or

more, but no significant difference was found in other tests.
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1. は じ め に

我々は，握力，腕力，脚力，筋力，体力，視力，学力，気力，

精力，知力などの肉体的，精神的なちからを有している．また

これらのちからを計る検査などもある．例えば，視力に関して

は，ランドルト環を使った視力検査やオートレフ測定，聴力に

関しては，オージオメータを利用した選別聴力検査や標準純音

聴力検査，語音聴力検査などがある．その他にも，英語や手話

の能力を計る検定などもある．一方，読話の能力を計る検定は

ない．

音声言語を介したコミュニケーションは，人間が利用する最

も簡便なコミュニケーション手段であり，社会生活を送るうえ

で多くの情報が音声言語を媒体として利用されている．しか

し，聴覚に障害をもつ人々においては，音声言語のみによるコ

ミュニケーションは困難な場合があり，手話や筆談，読話など

の複数の情報受容手段を併用したコミュニケーションが一般的

となっている [1]．手話は，手や指，表情，口形など，身体全体

の動きによって表現される視覚言語である．筆談は，音声言語

によってではなく，文字を書いて意思を伝え合うことである．

読話は，口唇や舌，顎および顔の運動を観察することにより話

者の発話を理解することである．

読話に関しては，S. Heinickeがドイツ・ライプツィヒに世界

初の口話式学校を創設して以降，聴覚障害児教育における不可

欠な教授方法として利用されてきた [1]．国内に関しては，1960

年代に研究が取り組まれ始め，1970 年代には口形分析や口形

測定などが報告されている．1980年代になると，画像処理技術
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図 1 テスト用ソフトウェア画面

を用いて計算機により認識する機械読唇技術に関する研究が報

告されてきた [2]～[4]．さらに近年では，深層学習を用いた機械

読唇手法が多く提案されている [5]～[8]．計算機（識別器）の性

能については，認識率などにより評価されている．

次章でこれまで報告されている人間の読話能力に関する検査

について紹介するが，いずれの報告も，聴覚障害児・者あるい

は健聴者（非専門家）に対する実験であり，両者が混在した実

験はなされていない．また多くは以前の研究報告であるため，

現在，同一環境における実験の再現性が困難なため比較が難し

い．そこで我々は，健聴者および聴覚障害者の協力のもと，イ

ンターネットを利用した日本語読話能力検査を実施した．本稿

では実施した検査について報告する．

2. 関 連 研 究

齋藤は，聴覚障害児の読話に関する実験的研究を精力的に進

め，その内容を文献 [1]にまとめている．具体的には，(I)標準

日本語 100音節を材料とした単音節同定課題による音節可視度

の検討，(II)読話者の語彙知識や文脈が影響を与えない無意味

連続音節を材料とした音節可視度の影響の検討，(III) 単語を

材料とした語彙知識が利用可能な条件における音節可視度の影

響の検討，(IV)語彙知識や文脈が影響を与えると推察される短

文・句の読話に及ぼす音節可視度の影響の検討である．ここで

音節可視度は，音節別同定成績を総被験者数で除し 100を乗じ

た値と定義されている．各実験の詳細は省くが，(I) ではある

聾学校の小学部（4∼6学年）ならびに中学部に在籍し，条件を

満たす聴覚障害をもつ児童・生徒 95名に対して実験を実施し

た結果，音節可視度の平均は 23.4%と報告している．

Saitohと Konishi [9]は，読話の非専門家である健聴者 40名

（男性 37名，女性 3名）に対して日本語 45単音の識別能力テ

ストを報告している．図 1に示すテスト用の専用ソフトウェア

を作成し，45音の中からランダムに選ばれた音声のない単音発

話シーンを再生し，発話している音を当てるテストである．発

話シーンの再生回数は指定がない．1 名につき 20 回を実施し

ている．識別能力については，5母音レベル，10子音レベル，

45単音レベルの 3段階のレベルに対して評価しており，実験の

結果，89.3%，28.0%，25.1%の平均認識率を報告している．

また著者は機械読唇研究用として日本語 25単語の発話シー

図 2 ひらめき☆ときめきサイエンスにおける実験の様子

ンデータベース SSSD [10]を構築・公開しているが，同データ

ベースの内 20シーンを用いて人間に対する単語読唇実験を実

施した．具体的には，2019∼2021年に開催した「ひらめき☆と

きめきサイエンス」に参加した高校生を中心に非専門家の健聴

者 57名に対して，図 2に示すようにスクリーンに発話シーン

を提示して，被験者は目視により発話内容を識別する実験を実

施した．その結果，平均認識率は 46.2%であった．

福田らは人工内耳埋め込み患者 6名に対して，50単音節，単

語，文章の発話シーンを収集し，聴覚のみ，視覚のみ，視覚と

聴覚併用の場合における音声知覚能力の評価実験を報告して

いる [11]．視覚のみの結果に関しては，単音節は 32%，単語は

20%，文章は 9%の明瞭度を得ている．

3. 読話能力検査

3. 1 実 施 方 法

城間は人工内耳装用者に対する語音聴取評価テストの作成お

よび使用実験を報告している [12]．文献 [12]では，福田式，中

西式，城間式の三つのテストを紹介している．福田式は完全に

音をカットして，純粋に読話のみの評価ができる方法であるが，

映像が古く，鮮明度に欠けるため今は使用されていない．中西

式および城間式は，人工内耳装用者の評価に用いる目的のため，

音声が含まれており，読話のみの能力を評価するのに適切では

ない．そこで本研究では，城間式をベースに簡易的な読話能力

テストを作成した．検査項目は，単音，単語，単文，長文の四

つである．

従来の読話能力テストは，同一環境下で実施するために被験

者はテスト会場に集っている．本研究では，昨今の社会状況を

考慮して，遠隔でも実施可能にするためインターネットを利用

した．具体的には，Google社が提供する Googleフォームを利

用して図 3に示すようなフォームを作成した（注1）．図中，(a)は

単音検査，(b)は長文検査の画面例である．フォームは，単音検

査，単語検査，単文検査，長文検査の四つの検査を独立に作成し

ている．画面上部に検査の説明文および名前記入欄があり，そ

の下に，発話シーンのビデオと回答記入欄を設けている．ビデ

（注1）：https://saitoh-lab.com/research_test_lipreading.html
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(a) 単音検査の画面例

(b) 長文検査の画面例

図 3 読話能力テストのWeb 画面

オは事前に YouTubeにアップロードしており，フォーム上に

埋め込むことで被験者はビデオを視聴可能となる．視聴回数に

制限は設けていない．回答記入欄のフォームは記述式であり，

被験者が自由に記述可能とする．全ての回答記入欄はフォーム

で必須とするが，被験者は回答がわからない場合は「不明」を

入力することを説明文で指示してある．被験者は全ての回答欄

を記入した後，フォーム最下端の「送信」ボタンを押すことで

回答が提出される．その後，フォーム作成者は各被験者の回答

を確認可能となる．

発話シーンビデオの話者は，高校時代に放送部に在籍し，ア

ナウンサの練習を行ったことがある 20歳代の成人女性 1名で

ある．単音検査，単語検査，単文検査に関しては正面から撮影

した発話シーン，長文検査に関しては，2台のビデオカメラを

用いて正面および斜めから撮影した発話シーンを視聴する．話

者は声を出して発話しているが，音声をカットして無音の発話

シーンをテスト用のビデオとして用意した．発話シーンビデ

オの解像度は 1280× 720画素，フレームレートは 29.97fpsで

ある．

3. 2 単 音 検 査

単音検査の発話内容は，文献 [12] で用いられた内容であり，

話者は前後に ‘あ’を含めた/あ x あ/形式で発音し，xは 14音

（‘だ’，‘は’，‘な’，‘さ’，‘や’，‘ぱ’，‘ざ’，‘ま’，‘わ’，‘た’，‘ば’，

‘が’，‘ら’，‘か’）のいずれか 1音である．

被験者は，最初に練習問題として x =‘あ’と x =‘か’の二つ

の発話シーンを視聴した後，本テストとして 14シーンを視聴

した．

採点基準は音の一致率とした．問題数は 14問のため（一致

率）＝（正解の音数）／ 14である．

3. 3 単 語 検 査

単語検査の発話内容は，単音検査同様に文献 [12] で用いら

れた単語である．被験者は，最初に練習問題として “ざせき”

と “カバ”の発話シーンを視聴した後，本テストとして 20単語

（“こな”，“たけのこ”，“かめ”，“ひとみ”，“ばら”，“とりまと

め”，“ガラス”，“やまのぼり”，“ゆびわ”，“なまけもの”，“ま

じめ”，“せみ”，“まごころ”，“ふしまわし”，“からたち”，“さ

かな”，“たに”，“なかよし”，“かがみもち”，“ひまわり”）の

発話シーンを視聴させた．

採点基準は単語一致率とした．ここで問題の単語が完全に含

まれる場合は正答とした．例えば，正解 “カバ”に対して回答

が “かばん”の場合は一致と判断する．正解 “ざせき”に対して

回答が “せいせき”の場合は不一致と判断する．問題数は 20問

のため（一致率）＝（正答単語数）／ 20である．

3. 4 単 文 検 査

単文検査は，単音検査および単語検査と同様に文献 [12]で用

いられた以下に列挙する (1)∼(17) の 17 文とした．練習問題

として (1)と (2)の発話シーンを視聴した後，本テストとして

(3)∼(17)の 15文の発話シーンを視聴させた．

（ 1） 明日は雨になるでしょう

（ 2） お婆ちゃんはとても愉快な人だ

（ 3） 救急車が 5台も並んでいる

（ 4） ご用件しかと承りました

（ 5） 診察の間は体を動かさないで下さい

（ 6） 野球もサッカーも余り興味が湧きません

（ 7） 壁に掛かっている絵はどんなに安くても 8万円以上で

しょう

（ 8） そんなに歯医者さんに行くのが嫌なら痛み止めを飲み

なさい

（ 9） 果物と砂糖を合わせて煮たらジャムができた

（ 10） あーあ，疲れた

（ 11） 橋を越えると遊園地に着きますか？

（ 12） 火事が起きたらまず消防署に連絡するのが当たり前だ

（ 13） お願いだから無断で入らないでね

（ 14） 大根やきゅうりは良く漬物に使われます

（ 15） 金曜日は踊ったり泳いだりして過ごしたい

（ 16） ぜいたくは止めてボーナスをまるごと貯金した

（ 17） 顔が曇っています

採点基準は文を構成する単語の一致率とし，問題の単語が完

全に含まれていれば正解とする．意味のある 1単語は 1点，文
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末や接続詞などは 0.5点の配点とする．例えば，正解 “明日は

雨になるでしょう”に対して，回答 “あしたはうみになるでしょ

う．”は 2点，“でしょう”は 1点，“さあ　はじめましょう”は

0.5点とする．15文の合計は 64点であり，（一致率）＝（総得

点）／ 64である．

3. 5 長 文 検 査

単文検査は 1文ずつ独立した文章であるのに対し，長文検査

はある話題に対して複数の文章から構成される長文の発話シー

ン（全シーンと記す）を分割し，一つずつ分割シーンを視聴す

る．ここで本テストにおける話題は，文部科学省著作聾学校用

教科書「国語・ことばの練習　 4年」（教育出版）に収録されて

いる「横だん歩道をわたるとき」の前半部分を素材とした．全

シーンのビデオおよび最初の分割シーン (1)に対しては発話内

容を字幕で表示し，被験者が話題を把握できるようにする．各

分割シーンの発話内容は以下の通りである．

（ 1） 横断歩道を渡るとき

（ 2） 横断歩道には

（ 3） 信号がある場合とない場合があります．

（ 4） 信号がある場合は

（ 5） 信号をきちんと見て

（ 6） 渡るようにしましょう．

（ 7） 特に

（ 8） 信号が黄色の場合は

（ 9） 少し待って

（ 10） 青に変わってから

（ 11） 左右どちらかの手をあげて

（ 12） 渡るようにします．

（ 13） また，安全と思っても

（ 14） 念のため

（ 15） 左を見て，右を見て

（ 16） 自動車が

（ 17） 赤信号で止まっていることも

（ 18） 確認するようにします．

（ 19） 信号がない場合は

（ 20） 右を見て，左を見て

（ 21） もう一度右を見てわたるぐらいに

（ 22） 用心をします．

聾学校用教科書「国語」は一般には販売されていない教科書で

あり，評価対象者は入手できない．単音検査，単語検査，単文

検査は各素材に文意のつながりが無い．一方，長文検査の素材

は，文意を汲めば，より読話が用意となる可能性がある．

採点基準は単文検査と同じである．21文の合計は 57点であ

り，（一致率）＝（総得点）／ 57である．

また長文検査に限り，正面顔のみでなく，図 3に示すように

斜め顔の発話シーンも視聴可能とした．

3. 6 結果および考察

読話能力検査の被験者は，著者が所属する大学の学生を中心

とした A∼Vの 22名である．22名中，Hは一側性難聴，Iと

Jは重度感音難聴，その他は健聴者である．全被験者に対する

各テストの一致率を表 1に示す．表中，nは各検査を実施した

表 1 読話能力テスト結果

subject 単音 単語 単文 長文

A 0.357 0.000 0.039 0.561

B 0.500 0.350 0.156 0.719

C 0.286 0.150 0.086 0.860

D 0.071 0.000 0.023 0.421

E 0.143 0.000 0.047 0.456

F 0.214 0.000 0.047 0.333

G 0.286 0.000 0.031 0.526

H 0.071 0.200 0.070 0.526

I 0.286 0.250 0.164 0.930

J 0.786 0.650 0.891 1.000

K 0.000 0.050 0.023 —

L 0.357 0.100 0.070 —

M 0.071 0.250 0.047 —

N 0.286 0.100 0.117 —

O 0.500 0.150 0.086 —

P 0.429 0.200 0.039 —

Q 0.071 0.000 0.047 —

R 0.214 0.000 0.000 —

S — 0.100 0.078 —

T — — — 0.860

U — — — 0.526

V — — — 0.684

n 18 19 19 13

ave 0.274 0.134 0.109 0.646

sd 0.198 0.164 0.194 0.212

被験者数，ave および sd は各検査の一致率の平均値および標

準偏差である．四つの検査を設けたが，読話の難しさから全て

の検査を実施した被験者は，A∼Jの 10名であった．

四つの検査を比較すると，平均一致率は（単文）<（単語）<（

単音）≪（長文）となっている．単文は，長文と異なり一文ずつ
が独立した内容であり，かつ単語と単音に比べると口形の動き

も多いため読み取ることが難しい．単語および単音の一致率は

単文に比べると高いが，長文に比べると低い．これは読話のた

めには，被験者の語彙知識や文脈が影響を与えると考えられる．

次に，四つの検査を実施した A∼Jの 10名において，A∼H

の健聴者 8名，Iと Jの聴覚障害者 2名を，それぞれ G1，G2

の群として，2群間の差を，Welchの t検定で検定した．その

結果を表 2に示す．表中，tおよび pはそれぞれ t値と p値で

ある．この結果より，長文は 5% 以上で有意差がみられたが，

その他の三つの検査では有意差はみられなかった．被験者数が

少ないが，この結果より，聴覚障害者は単音，単語，単文の検

査では健聴者と読話能力に差はなく，長文では差が出ている．

つまり，読話能力よりも言語力が支えていると考えられる．

4. お わ り に

本稿では，日本語の読話能力を計るために，従来の検査方法

を参考にしてインターネットを利用した単音，単語，単文，長

文の四つの日本語読話能力検査を作成した．さらに，聴覚障害

者および健聴者の協力のもと，日本語読話能力検査を実施した．
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表 2 Welch の t 検定結果

group 単音 単語 単文 長文

G1 n 8 8 8 8

ave 0.241 0.088 0.063 0.550

sd 0.148 0.133 0.043 0.168

G2 n 2 2 2 2

ave 0.536 0.450 0.527 0.965

sd 0.354 0.283 0.514 0.050

t -1.154 -1.176 -1.278 -6.001

p 0.442 0.309 0.422 0.001

四つの検査を比較すると，単文，単語，単音，長文の順序で平

均一致率が高くなることを確認した．さらに，健聴者群と聴覚

障害者群に分けて 2群間の差をWelchの t検定で評価した．そ

の結果，長文に関しては 5%以上で有意差がみられたが，その

他の検査では有意差はみられなかった．

本稿で実施した読話能力検査は被験者数が少ない問題がある．

また，読話の難しさより被験者のモチベーションが低下し，四

つ全ての検査を実施する被験者が少ないことも問題である．今

後はこれらの問題の解決に取り組み，多くの被験者の読話能力

検査を実施する．O’Neillと Oyerは，読話に影響を与える要因

を，(1)話者に属する要因，(2)読話状況に属する要因，(3)読

話者に属する要因，(4)読話材料に属する要因，の 4要因に大

別している [1]．検査結果の充実により，4要因の考察にも取り

組む．さらに読話能力検査結果をもとに読話指導や機械読唇技

術への利用を進める．
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